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“過酷な職場”の正社員は 

どのような意識を持って 

働いている？ 
◆調査の概要  
独立行政法人労働政策研究・研修機

構が全国の 15～34歳の正社員（回答数：
約１万人）を対象として行った、「正社員の

労働負荷と職場の現状に関する調査」の

結果が公表されました。 
調査項目は、採用時の状況や賃金、残

業、教育訓練、目標管理、本人の満足度

や今後の職業生活等です。 
調査結果からは、精神的・肉体的な労

働負荷が過重となっている正社員が、どの

ような職場環境で、どのような意識を持っ

て働いているのかがうかがえます。 
◆「大量離職大量採用」と「早期離職」

にみられる特徴  
長時間労働等の問題がある会社の中

でも、問題が多い会社の正社員に多いの

が「入社  3 年未満で管理職に抜擢される
人がいる」という回答です。 
こうした会社では、「大量離職と大量採

用が繰り返される」、「精神的に不調になり

辞める人が多い」、「過大なノルマがある」

等の傾向があり、また、早期離職が多い

職場ではそれぞれの項目で数値が多くな

っています。 
現在、労働行政が厳しく対応していくと

している「若者の使い捨て」に関するポイン

トが多くみられます。 
◆求人情報と実際の労働条件とのギ

ャップ 
採用前に提示された求人情報と実際の

労働条件との間のギャップについての結

果からは、正社員の離職割合が高い会社

や、大量離職と大量採用が繰り返されて

いる会社のほうが、「労働時間の長さ」「休

暇の取得しやすさ」「給与水準」「手当や福

利厚生の内容」「仕事の内容」に関して、

採用後のほうが「悪い」と感じていることが

わかります。 
◆残業と仕事への責任感  
正社員の離職割合が高いほど、「仕事

への責任感」「仕事や成果へのこだわり」

が低下する傾向にある一方、無駄な仕事

や人員不足が長時間の残業の一因となっ

ているようです。 
社員が定着しない企業では、仕事の進

め方自体の見直しも必要なようです。 
◆労務問題の解決のために 
以上から、ハローワークによるブラック企業

についての求人拒否、労働基準監督署に

よる長時間労働等の問題のある会社への

監督・指導の強化等、今後、労働行政が

厳しく対応していくとしている課題も多くみ

られる結果となっていますので、会社の労

務問題の解決のため、参考にしてみては

いかがでしょうか。 
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